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猫の脊髄より脳幹への長上行路についてはすでに
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多くの文献が発表されている。しかし，これらの文
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我々は Marchi染色と Nauta染色を使用して，
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方法と材料 
Marchi染色は通常の方法でおこなった。生存期
間は 17---22日である。 Nauta染色例の生存期間は 
6---7日， 7--:-8枚おきの完全連続切片を作製した。 
Nauta染色の判定法については草間 (1959)と秋葉
がすでにのべているので省略する。実験はすべて成
猫についておこなった。
所 見 
1. 脊髄視床路と脊髄網様体路 
a 脊髄の傷(第 1図) 
16号 (Marchi):左側 C1の傷，灰白質と前索の
外側部がおかされる。
17号 (Marchi):C3の高きで， 右側灰白質と両
側の前索がおかされる。
22号 (Marchi):C2の下部で，左側後柱を中心
とした傷。
27号 (Marchi):C2の下部から C3の上部にお
いて左側後柱を中心とした傷。
30号 (Marchi):C1の右前側索腹部がおかされ
る。
T 13 (Nauta): 左前側索腹部と右前索腹内側隅
の傷。 
T 14 (Nauta): 右前側索の腹部の傷。
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第 1 図
以上のほか図示しないが， 19号 (C7--Cs高で脊
髄中央部が両側性に大きくおかされる〉と 28号 (L2
と L3 I~傷)の 2 例の Marchi 例を使用した。 
b 伝導路の変性所見 
Nauta染色白 T13を中心とし， Marchi染色を
ふくむ他の例を参考として，我々の所見をのべる。 
なお，Nauta染色例では傷の関係で脊髄の所見が
あきらかで、ないので， 脊髄の所見は Marchi法に 
よる 22号と 27号を中心とする。 22号と 27号はそ
れぞれ C2高と C2下部から C3上部高において後 
柱を中心とした傷をもっ。脊髄視床路の先頭の変性
頼粒は後柱の傷が下方にはじまると，まもなく白前 
交連をへて傷の反対側の前正中裂背部lζ接する領域
R.達する。白前交連をへて頼粒が交叉する像は傷が 
上方に終るとすみやかにみられなぐなる。我々の所
見によれば，脊髄視床路は全交叉である。前正中裂
背部に達した頼粒は前正中裂に密接しながら逐次腹
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方に向かうが(第 2図)，前正中裂入口に最初の頼 ない。後柱のー側性損傷の Marchi染色例である
粒が到達するのは，傷の下端高より 1/2~1/3髄節だ 22と27号の乙の高さの所見によると， 脊髄網様体
け上方である。ついで脊髄視床路は前正中裂入口の 路は両側性に変性し， 22号では交叉性が多く， 27号
と乙ろから，外方に方向を転じて，前索腹縁にそつ では交叉性と同側性がほぼおなじ程度にみとめられ
て横に細長く位置するが(第 2図)， 草間の所見に る。したがって脊髄網様体路は両側性で，交叉性が
よると，乙乙で脊髄視床路は脊髄オリーブ路と合し やや多い可能性がある。これらの変性，乙とに脊髄
て小川の三稜路を形成し，オリーブ核の高さまで経 網様体路の領域から念珠状変性が前柱にむかつて侵
過をともにする。いうまでもなく脊髄オリーブ路は 入する。
オリーブ核に終ってしまう。 
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第 3図!
本例の右側では脊髄視床路の変性が目立つ。 ζの
変性量は左側が多い。周辺白質内にも若干の変性が
みとめられる。乙れは脊髄網様体路にぞくすると思
う。前柱内側部l乙念珠状変性の侵入がみとめられ
る。
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第 4図オリーブ核下部高
第 2 図 
右側において，背側オリーブ核腹部を腹，内，外
と乙ろで C3以下に傷をもっ我々の例 (17，19， の三方向からつつむようにあつまる変性群は脊髄視 
28号)の所見では，小川の三稜路の変性の大部分が 床路と脊髄オリーブ路が合したものである。脊髄オ
オリーフ、核に終り，オリーブ核より上方につづくも リーブ路のオリーブ核への終止については草間が別
のはいたってすくなL、ひしたがって，猫の脊髄視床 報でのべているので，乙こでは省略する。オリーブ
路の大部分は C1 と C2から起始するとおもう。 核の背方とこの背外方に接する網様体に散在性lとみ
頚髄上端部で，前索の腹縁にそって横に細長い位 とめられる変性はおもに脊髄網様体路にぞくすると
置をしめた脊髄視床路は，錐体交叉が下方にはじま 思う。側索核に少数であるが念珠状変性がはいる。
って錐体が形成されてくると，乙れにおされて外方 舌下神経核にも念珠状変性が 1個侵入する。 
lζ集合し，錐体と XI根の出口の間で，延髄腹縁に
接する領域l乙位置をしめる。乙れより上方の所見は 
T13を中心とした Nauta染色例による。
第 3図錐体交叉高 
T13の左側前側束の内側部K変性軸索を密にみ
とめる。錐体と前根の間で，前索の前縁lと接してみ
とめられる変性集団は小川の三稜路の変性で脊髄視
床路と脊髄オリーブ路が合したものである。前根よ
り外方で，側索の表層lζ接してみとめられる変性は
第 4 図
おもに脊髄小脳路l乙ぞくする。 ζれらの背方，白質 左側においても脊髄視床路は舌下神経根の内方
内lζみとめられるやや散在性の変性は脊髄網様体路 で，オリーブ核の腹外方lとおもにみとめられる。脊
である。乙れらの境界はほぼあきらかであるが，脊 髄網様体路は網様体の腹内側部Kあつまり，網様体
髄小脳路と脊髄網様体路の聞の境界はあまり明確で の背外側部lζはごく少数の念珠状変性の散在をみと
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めるのみである。網様体から舌下神経核記念珠状変
性が侵入する。核内の念珠状変性の走向はほぼ平行
し，網状を呈しない(第 21図〉。微細頼粒状変性も
指摘しがたい。しかし通り抜けの所見もあきらかで
ないから， ζ 乙lと線維が終る可能性がある。孤束核
への念珠状変性の侵入もみとめるが， 数がすくな
く，終止の如何を決定できない。舌下神経核など底
灰白層への変性侵入は Marchi例でもみとめられ
る。第 4図では，以上のほか，側索核内灰白質と線
維束上lζ も変性をみとめる。灰白質内には網状をな
す念珠状変性と微細頼粒状変性がみとめられる。し
たがって，本核への線維終止はあきらかである。我
々の所見によると，側索核に撚る線維は脊髄網様体
路と小脳路の両者に由来するとおもう。 Marchi例
でも側索核灰白質内lζ微細頼粒の出現がみとめら
れ，脊髄よりの上行線維が本核に終る所見があきら
かである。
第 5図オリーブ核上部高
両側とも脊髄視床路はオリーブ核の腹外方，延髄
の前縁に接してみとめられる。左側オリーブ核のや
や外方から，背内方，内側縦束にむかつて著明な変
性群がみとめられる。腹外方ほど変性密である。オ
リーブ核のすくや背方の網様体にも，密度はこれより
低いが，変性が散在する。乙の変性の多くは横走す
る。 T13の所見では， 乙の一部が交叉して他側lと
はいるようにみえる。 しかし T14の所見では交叉
するようにみえない。網様体の外側部には数個の念
珠状変性をみとめるのみである。舌下神経前位核と 
Roller核内にも念珠状変性が散在する。通り抜け
所見がないので，これらの核へ線維が終止する可能
性がある。第 5図の左側では，以上のほか， Mona-
kow核腹部l乙網状にあつまる中等大および細念珠
状変性と微細頼粒状変性をみとめる。乙れらは脊髄
小脳路lζ由来するとおもう。 Marchi例 (30号)で
も脊髄小脳路から Monakow核への変性侵入をみ
とめる。
第 5 図
第 5図の右側lとおいても，左側よりはるかにすく
ないが同じように変性をみとめる。オリ{ブ核のす
くや背外方にみとめられる変性は念珠状をなし，一部
脊髄視床路からくる可能性がある。オリーブ核の背
方網様体にみとめられる変性は左側とおなじく横走
する念珠状変性である。一部左側から交叉してくる
可能性がある。
第 6図上オリーブ核下部高
左右とも，脊髄視床路は台形体線維束問で，おも
に外転神経根の内方に接してみとめられる。
左側網様体中央部Kは背腹lζ細長い密な変性群を
みとめる。頼粒状のほか念珠状変性をふくむ。乙れ
より内方の網様体にはおも K念珠状変性がみとめら
れ， ζの一部は縫線を ζえて右側網様体内側部の腹
部lとはいる。左側網様体外側部ではまれlζ念珠状変
性をみとめるのみである。網様体内変性と台形体線
維束問l乙位置をしめる脊髄視床路との境界はとの高 ι
さでも完全でなく，脊髄視床路のごく小量が網様体
にはいる可能性を否定できない。網様体内からとく
すくないが底灰白層lζ念珠状変性がはいる。
第 6 図 
第 6図左側では，以上のほか，脊髄小脳路より前
庭神経下核， Meessen・Olszewskiの f核に相当す
ると思われる核(第 22図)，および顔面神経核の腹
部(第 23図) K念珠状変性が侵入する。脊髄小脳
路から f核K相当するとおもわれる核および顔面
神経核への変性侵入は Marchi例 (22と27号)で
も指摘できる。
第 6図右側網様体では内側部はごく散在性に脊髄
網様体路の変性をみとめる。乙の一部は左側から交
叉してきたものとおもう。 ζの高さにおける本路の
交叉所見は T14でもみとめられた。脊髄視床路と
網様体内変性との境界は左側より明瞭であって，本
路から網様体へ枝がでることをしめす所見にとぼし 
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第7図上オリーブ核上部高
脊髄視床路についての所見は第6図と変りない。
左側網様体中央部に変性が密にあつまる。しかし量
的にみると下方よりかなり減少している。乙の変性
群から変性が背外方lとはしって Deiters核lとはい
る。 Deiters核内には網状をなす念珠状変性をみと
める(第 24図)。通り抜け所見がないから Deiters
核K終るとおもう。脊髄小脳路からも一部の変性が
本核にはいる。網様体と脊髄小脳路から Deiters核
に変性が侵入する所見は Marchi例でもあきらか
にみとめられた。乙とに Marchi例のうち 22号と 
27号は後柱とこの周辺の傷であって，前庭脊髄路が
おかされないにもかかわらず同じ所見をしめす。し
たがって網様体から Deiters核にはいる変性は前
庭脊髄路の逆行変性でないとおもう。
第 7 図
網様体の内側部lζは念珠状変性が散在する。右側
網様体中央部lζはCくまれに念珠状変性をみとめ
る。
第 8図下丘の下端高
脊髄視床路は，両側とも，内側毛帯の外側部に位
置をしめ，若干の念珠状変性を背外方lζだす。
左側脊髄網様体路はこの高きになると量的に著明 
K減少する。左側網様体外側部には背腹二群の変性
をみとめる。 T14では背方の変性群のみで腹方の
変性群をみとめないが， 本例および Marchi例の 
16，17，30号の各例では腹方の変性群もみとめる。 
T13の所見によると腹方の変性群はおもに念珠状
変性からなり腹外方より背内方にむかうものが多
い。腹方の変性群は位置的l乙脊髄視床路と相接し，
念珠状変性の走向から判断すると，かなりのものが
脊髄視床路からくるようにみえる。 じかし， 17号 
(Marchi)においては脊髄視床路がほとんど変性し
ないにもかかわらず，腹方の変性群をみとめる。し
たがって，腹方の変性群は脊髄網様体路と視床路の
両者からなるとおもう。
第 8 図 
T131ζおいて脊髄網様体路は第8図のやや上方，
下丘の中部高で疑陽性になる。 T14あるいは上方
まで標本を作製した Marchi染色の2例 (27と30
号)においても，ほほ同じ高きで脊髄網様体路が疑
陽性になる。
第8図の右側網様体では外側部の腹部に念珠状変
性をまれにみとめる。
第 9図下丘上端高
第 9図の高きで脊髄視床路は内側毛帯の外側部l乙
位置をしめる。右側脊髄視床路から念珠状変性が背
方および背内方にむかう。 ζの一部は交連内に侵入
する。乙の高きで脊髄視床路からの線維が下丘には
いる所見は明瞭でないが，乙れより下方では数は多
くないがあきらかにみとめられる。 Marchi染色で
は脊髄視床路'の一部が背方と背内方にむかつてでる
所見はみとめられるが，下丘の内部まで確実には追
究できない。
第 9 図
右側網様体の腹部にはごく少数の念珠状変性をみ
とめるのみである。
第 9図左側l乙おいて，脊髄視床路から背方，背内
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方lζ念珠状変性がでる所見は右側よりも著明であ
る。交連K侵入した変性の一部は交叉するようにみ
える。 ζれより下方の高きで変性が下丘にはいる所
見も右側とおなじようにみとめちれる。
左側で右側K比較して特異的な所見は網様体の腹
部にみとめられる念珠状変性である。数はとくに多 
中心核 (Nuc1.centrum medianum)の腹外側部
にも網状をなす細念珠状変性と微細頼粒状変性をみ
とめるから，一部の脊髄視床路はここにも終る(第 
27図)。 
2. 内側毛帯
T 16 (11日例)と T18 (2日例)の 2例の所見
くないが確実に存在し(第 26図)，一部の変性は中， R.ついてのべる。 T16を中心として T18を参考と
心灰白層の外側部K侵入する。同じような所見は
T14でもみとめられた。 T13の右側は左側にくら
べて脊髄網様体路の変性が著しくすくなし、。網様体
中央部の変性が右側であまり明瞭でなかったのは， 
これが脊髄網様体路l乙由来することをしめすように
もみえる。しかし我々の所見によると，脊髄網様体
路ほ下丘中央高附近で疑陽性になる。したがって，
左側網様体中央部の変性が脊髄網様体路の、つづきで
あるとただちに結論する ζ とができなL、。我々はむ
しろ脊髄視床路に由来するものが多いと推定する。
右側でこの変性があまりみられなかったのは，右側
の脊髄視床路の変性が左側よりすくないことによる
とおもう。右側においても， 第 10図の高きでは，
第 9図の高さより明瞭に網様体腹部K変性をみとめ
る。 、
第 10図中脳上部高
脊髄視床路は，左右とも，内側膝状体の内側応接
して，内側毛帯のなかに位置をしめる。脊髄視床路
からは念珠状変性が背方にでて上丘にはいる。
網様体では両側とも腹部に念珠状変性の散在をみ
とめる。左側の方が多い。左側ではこの一部がさら
に中心灰白層に侵入するが，右側ではこの所見が明
瞭でない。脊髄視床路の大部分は視床後腹側核の下
部， ζとにこの腹外側部K終る。
する。 
a 傷 
1) T 18の傷
中心管が第 4脳室iζ聞く高さよりも下方におい
て，左側後索核と後索がほぼ完全におかされる。乙
のとき左側三叉神経脊髄路核および脊髄路の背側部
が傷にふくまれる。 
2) T 16の傷
中心管が第4脳室に聞く高さよりも下方 Kおい
て，左側の後索と後索核にほぼ限局する傷がある。
左側で Burdach核はほぼ完全におかされるが， 
Goll核のおかされかたはこれより軽く，かなりの
部分が傷外にある。 Monakow核も傷からはずれ
る。右側後索核は傷で直接おかされず，薄束の表層
にわずかに傷がおよぶにすぎなt)。本例では右側後
索核K起始する内側毛帯にも若干の変性がみとめら
れる。手術iとともなう圧迫などで変性したとおも
う。三叉神経脊髄路核に傷がおよばない。 
b 内側毛帯の変性所見
第 11図錐体交叉高
左側ではるかにつよいが，内弓状線維は両側とも
変性する。ときに孤立性比走る変性がみとめられる
が，走向は内弓状線維に平行である。内弓状線維か
らわかれて，網様体l乙終.るとはいえない。舌下神経
核下部において，核内を横走する線維束上に念珠状
変性をみとめるが，核内灰白質には変性を指摘でき
ない。後索核からでて舌下神経核K終るとはいいが
たい。舌下神経核上部には変性をみない。また孤束
第 10図

とのとき一部の線維は視床の外側髄板K一度位置

第 11図
をしめてからふたたび後腹側核iとはいる。また正中
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核内にみとめられる変性も内弓状線維にぞくし，通
過性であるとおもう。
第 12図 オリーブ核高 
右側内側毛帯の変性がつよい。乙の変性はオリ一
ブ核問層，オリーブ核の背，腹縁にそう所，オリー
ブ核主核と腹核の間，オリーブ核内線維束上および
オリーブ核の腹外方域K位置をしめる。脊髄視床路
と脊髄オリーブ路の領域lとも内側毛帯の変性はみと
められるが，乙乙での変性密度はすくない。
第 12図
右側網様体lζは変性をみとめない。左側ではオリ
ーフ、核の背外方に念珠状変性が数個みとめられる。
第 13図台形体高
内側毛帯の変性は台形体線維束間で，外転神経根
より内方lζ位置する。脊髄視床路と内側毛帯はこの
高さでも若干位置的に重なるが，脊髄視床路は内側
毛帯より外方で，外転神経根の内縁l乙接して存在す
る。
右側網様体の内側部 l と 1~2 個の粗大念珠状変性
をみとめる。
後索核損傷側で，外転神経核や三叉神経運動核l乙
侵入する変性をみとめない。
第 13図
T16の左側顔面神経核(傷側〉内では切片ごとに
1~2個の念珠状変性を核の内側部にみとめること
が多い。右側では，ほぼ変性をみとめないが，一枚
の切片Kかぎって 2個の念珠状変性を核の内側部で
みとめた。 T18の傷側では切片の側位をしめす針
が，たまたま顔面神経核内側部を通過したので内側
部の所見が不明であるが，針穴のそとにある外側部
lζ変性をみない。傷の反対側核内 Kは中等大念珠状
変性がことに核の内側部KC'く小数であるが散在性
にみとめられた。 T16よりは多いが， 一般的な意
味では決して多くない。
第 14図橋の高さ
内側毛帯の最内側部はほぼ変性しない。最外側部
も変性が疎である。その他の所では外方ほど変性が
密になる。脊髄視床路との位置的重なりが存在す
る。右側網様体中央部氏粗念珠状変性が 1個みとめ
られる。
第 14図
第 15図下丘の高さ
内側毛帯の最内側部まで変性するが，乙乙では変
性疎である。最外側部む変性疎。ここに脊髄視床路
が位置をしめる。
第 15図 
右側で内側毛帯層から変性の一部が分離して，乙 
の内方，被蓋の腹内側部K散在する。背外方への移
動を開始した内側毛帯変性の一部が移動がおくれて
のとったものか，乙こで別の経過をとるために変性
群からわかれたのか不明である。
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第 16図中脳上部高 犬での記載に一致する。しかし Probstは脊髄での
内側膝状体のやや内方l乙変性があつまる。脊髄視 経過にふれていなし、。 Kohnstamm(1900)は家兎
床路とおなじ位置である。乙の腹内方網様体!CC'く で脊髄よりの上行性変性を追究したが，脊髄網様体
散在性の念珠状変性が右側でみとめられる(第 19 路と視床路を混同し，脊髄では脊髄視床路，延髄と
図)。配列は全体として網状を塁し，走向はかなら 橋では脊髄網様体路，中脳でふたたび脊髄視床路と
ずしも一定しない。 ιの変性は，内側毛帯から網様 一致する記載をした。 Wallenberg(1900)ははじ
体はわかれてきたものか， 第 15図のやや下方の高 めて，家兎の脊髄よりの上行路氏二種類を区別し
さから ζの高さにむかつて背外方に移動してくる内 Tこ。彼の背群は脊髄網様体路，腹群は脊髄視床路l乙
側毛帯の変性のうち，移動がおくれたものである 相当するとおもう。ついで Gerebtzo任 (1939)は
か，現在決定できない。 、 脊髄網様体路lと相当する変性を家兎で追究し， 
Probstの記載と一致しないのは記載の高さの差に
よるものと考察した。 
Johnson (1954)は脊髄網様体路のみを猫で記載
している。 Morin-fhomas (1955)はのちにふれる
ように脊髄視床路の起始についてまことに興味あ
る実験をした。 Nauta-Kuypers (1958)、は脊髄網
様体路と視床路を猫で区別しながら，詳細な記載
をした。彼等の所見は我々のと近いが， のちにの
べるように中脳以上の高さの所見で差異がある。
第 16図 Anderson-Berry (1959) は猫で脊髄網様体路と視
床路を区別せず両者を合して，外側束とよんだ。こ
このほか，右側網様体背部にとく少数の念珠状変
の点の彼等の所見には賛成しがたい。
性がみとめられる。後索核損傷例で中心灰白層，上 以上のように，猫，犬，家兎などの脊髄よりの上
丘，下丘，滑車神経核，動眼神経核lζ変性をみとめ 行路氏二種類を区別したものは Wallenberg と 
なし、。
Nauta-Kuypers ら托すぎず，他の研究者はこのい
第 17図視床高
づれかを記載するか，両者を混同しているようにみ
後腹側核の腹外側部で変性がもっとも著明にみと える。さらに， Lewandowsky (1904)， Chang-
められる。粗，中等大および細念珠状変性が網状を
Ruch (1947)，Beusekom (1955)などは猫や犬に
なすほか， 微細頼粒状変性を多数みとめる(第20
おける脊髄視床路の存在を否定している。
図)。正中中心核 (Nucl.centrum medianum)に
我々の所見によると，猫の脊髄より脳幹への長上
変性をみない。
行路に脊髄視床路と脊髄網様体路が区別される。脊
髄視床路は視床lと終るが，脊髄網様体路の視床への
終止は明確でない。 Nauta染色例， Marchi染色
例の両群において脊髄網様体路の大部分が網様体の
下部lζ終り，下丘の中部高ですでlζ変性が疑陽性に
なる。 Nauta-Kuypers (1958)によると脊髄網様
体路は中脳網様体や中心灰白層に線維をおくりなが
ら散在性に上行し，芳束核と正中中心核 (Nucl. 
centrum medianum)に終る。我々の所見による
と中脳網様体腹部や中心灰白層の外側部lζみとめら
れる散在性変性の大部分は脊髄視床路からくるよう
者 按 にみえる。また，我々の例でも正中中心核応変性が、
我々は，猫において脊髄から脳幹への長上行路を みとめられたが， ζれもおもに脊髄視床路からくる
脊髄視床路と網様体路の二つにわけることができる とおもう。
とおもう。脊髄視床路の走向は Probst (1900)の ととろで，久留は人材料におい』て，脊髄視床路lζ 
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背外側と腹内側脊髄視床路を区別した。久留による
と背外側脊髄視床路は後交連，腹内側脊髄視床路は
前交連をへて交叉する。我々の脊髄視床路は前交連
をへて交叉する。したがって， ζの点は久留の腹内
側脊髄視床路K類似する。しかし，脳幹における経
過をみると猫の脊髄視床路は背外側，脊髄網様体路
は腹内側脊髄視床路比類似する。猫の脊髄視床路の
同定は， cのようになかなかむづかしい問題である
が，全体の経過から判断すると，むしろ背外側脊髄
視床路に近いようにおもう。久留によると，人の背
外側脊髄視床路は温痛覚を伝導する。と乙ろが，猫
の脊髄視!末路の大部分は C1 と C2からおこり ，C3 
以下の傷の場合脊髄視床路の領域の変'I~:はほとんど
全部がオリーブ核の高きでオリーフ、核lζ 終ってし
まう。 しかし， 猫の下半身にも温痛覚はあるにち
がいない。 ζの矛盾を解決する貴重なてがかりは 
Morin-Thomas (1955)と関(1959)Kよってあた
えられたようにおもう。彼等の報告は学会抄録で簡
単であるが， Morin-Thomasは内側毛帯， 関は中
脳高で内側毛帯を傷つけて， Rexed-Brodalの命名
による外側頭核 (Nucl.cervicalis la teralis)に逆
行変性をみとめた。 Brodalらによると，外側頭核
は小脳lζ線維をおくるが Morin-Thomasと関の所
見によると脊髄視床路をだす。我々も，脊髄視床路
が外側頚核が存在する高さから起始すること，また 
C1の前索が両側性に傷つけられた T13で， C2の
高さの外側頚核に両側性l乙著明な逆行変性をみた乙
とから彼等の所見は正しいとおもう。 ことにT13
の右側前索は腹内側隅がわず、かにおかされたにすぎ
ないが，左外側頚核の逆行変性は著明であった(第
28図)。
Brodalらによると， 側索の背部を通る線維が外
側頚核に終る。我々も中部頚髄lζおいてー側性に後
索の外側部と側索の背部lζ傷をあたえた猫の Nauta
染色例で後柱の腹方lζ接し，側索の外側縁にそう領 
域の変性が外側頭核lζ撚るのをみた(第 18図)。
外側頭核内lζ出現する変性はまことに多い。
Brodalによると，外側頚核にはいる変性は後脊髄
小脳路の側枝でなく，錐体路の上行線維の側枝であ
る。我々の例では外側頭核の高さの錐体路に変性が
ほとんどみとめられない。本核に侵入する変性は錐
体路より外方で後脊髄小脳路の領域からくる。外
側頭核Iこはいる線維が後脊髄小脳路そのものにぞ
くするか， これと混在する別種の線維に由来する
か現在決定できないが，本核への線維が錐体路の
上行線維の側枝であるという Brodalの見解托すくや
賛意を表しえない。 Brodal-Rexed(1953)による
と外側頭、核K終る線維は脊髄全長の灰白質からおこ
る。 Brodal-Rexedの見解を是認すると，猫の脊髄
視床路も全部の脊髄神経からの知覚性興奮を視床に
伝える乙とができる。 しかし，視床への径路にお
いて人の場合よりネウロンを一つ余計に必要とする
乙とになる。また，教室の小平の所見Kよると，後
索核，三叉神経知覚核，脊髄路核，後柱とことなっ
で，外側頚核は知覚運動領野からの線維が終止する
所見をしめきない。
Johnson (1954) は脊髄損傷猫の Nauta染色標
本で Deiters核にはいる変性をみとめ脊髄前庭路
とよんピ。 Pompeiano-Brodal (1957)も Glees法
でおなじく Deiters核に変性をみとめ， これは後
脊髄小脳路からくるとのべている。
我々は索状体から Deiters核への変性侵入のほ
かに，脊髄網様体路の変性域からかなり多くの変性
が Deiters核に終るのをみた。この所見は Marchi
染色例でもみとめられた。後柱損傷例でも同様のこ
とがみとめられたから，前庭脊髄路の逆行変性でな
いようにおもう。 
Torvik (1956)はネズミの脊髄からの上行性変性
が孤束核，介在核 (Nucl. intercalatus)，三叉神
経脊髄路核，舌下神経前位核などに終るのを Glees
法でみたとじづ。我々も舌下神経核，舌下神経前位
核， Roller核， 孤束核への念珠状変性の侵入をみ
たが，変性が通りぬけか終止するかを完全に決定で
きなかった。 Torvikのあげた他の核への変性はあ
きらかで、なかった。 
我々は Meessen-0lszewskiの f核に相当する 
と思われる核lζ終る変性をあきらかにみとめた。こ
の所見は Marchi例でもみとめられる。脊髄小脳
路域から変性がくる。
f核は小さな核であるが，教室の小平の所見によ
ると知覚運動領野からの線維もここに終る。かなり
注目lζ値する核であるとおもう。 
以上のほか，顔面神経核の腹部にも変性がみとめ
られる。 Nauta-Kuypers(1958)も乙れにふれて
いる。彼等によると ζの変性は脊髄視床路と小脳路
に由来する。我々の所見によると，後者からの変性
があきらかであった。下丘や上丘K脊髄視床路から
の変性がはいる像は Nauta-Kuypersの所見とほ
ぼ一致する。しかし，脊髄網様体路からの変性も上
丘にはいるという彼等の所見には，ただちに首肯し
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がたいところがある。教室の秋葉の所見によると，
猫の知覚運動領野ζとに冠状回からの線維が上丘l乙
終るとともは，上丘のすくや腹方で網様体の背部に終
るようにみえる。脊髄視床路からの変性が網様体の
との附近の領域にあつまってみとめうるのは興味が
ある(第9，25図)0'
つぎに，脊髄視床路，脊髄網様体路および内側
毛帯と網様体の関係を考察してみたいとおもう。
Magounらによると，網様体は上行性賦活系とし
て大脳皮質の働きを賦活している。乙の賦活系には
主知覚伝導路からの側枝が終り，賦活系を活性化す
る。脊髄神経からの興奮を伝導する主知覚伝導路に
は上記の三種類が考えられる。このうち，網様体と
もっとも密接な関係をしめすのは，いうまでもなく
脊髄網様体路である。しかし本路は網様体下部との
関係が深く，橋の高きになると著しく線維数を減
じ， 下丘の中部高では疑陽性Kなる。 Magounら
は上行性賦活系のおもな実験を中脳の高さでおこな
ったようにみえるが，我々の所見によると ζの高さ
で網様体と密接な関係をしめすのは，むしろ脊髄視
床路であるとおもう。この所見は脊髄視床路が汎性
視床投射系l乙ぞくする正中中心核lζ終止する所見と
ともに注目を要するとおもう。
内側毛帯と網様体の関係については Bowsher 
(1958)が猿の Nauta例で否定的見解をのべてい
る。我々の所見も BowsherK近い。延髄と橋の高
きでは 1~2 個の念珠状変性をときに網様体にみと
めるのみである。ただ上丘の高さ(第16図)で網
F 様体の腹部にみとめられた変性が，内側毛帯から網 
様体に分枝したものであれば，内側毛帝も中脳網様
体に側路をだすことになる。この点について現在明
確なことをのべる乙とができないが，いずれにして 
も網様体の腹部の変性数は脊髄損傷例で、中脳網様体
にみとめられる変性より数がはるかにすくない。 
ところで，教室の小平の所見によると知覚運動領
野からの線維が後索核に終る。我々の後索核下部損
傷例の所見によると， (:'く少数の線維が顔面神経核
内にみとめられる。しかし小平がのべた三叉神経脊
髄路核の下部の損傷例に比較すると顔面神経核内の 
変性出現量がすくない。我々の例で顔面神経核によ
り多くの変性がみとめられた例では三叉神経脊髄路
核にも傷の直接の波及があった。後索核から顔面神
経核K向うとく小量の線維の存在を否定できない
が，結論は後日の検討にまちたい。 
我々は脊髄よりの上行路の研究に Marchi染色
と Nauta染色を併用したが， 舌下神経核， 側索
核， f核，顔面神経核， Deiters核などへの変性侵
入は Marchi例でもみとめられた。ただ Marchi
例で、は下丘内への変性侵入が明瞭で、なかった。
この所見による主， Nauta法は Marchi法とほ
とんどかわりがないようにみえる。しかし Marchi
法のみで観察した場合には ζこまで所見をとらず，
不定頼粒としてすててしまったものも多いとおも 
う。我々は Nauta染色例で所見をと り，予備知識w
をもって Marchi染色例を観察したので， ほぼ同
じような所見になったとおもう。 Nauta染色で、は
核lζ侵入する線維が少数であっても，核内lとかなり
多くの変性がみとめられる場合が多いので所見がと
りやすくなる。 Nauta染色では終末分枝が染めだ
されることが多いためであろうー 
Marchi染色では，核lζ侵入する線維の変性より
核内にみとめられる変性の数が一般にすくない。こ
のため，核iζ終る線維がすくないときは不確実所見
としてとりあげないのが普通であったとおもラ。と 
ζK Nauta法と Marchi法の大きな差異があり，
また Nauta法のすく守れた点があるようにみえる。 
Nauta染色による所見を， Marchi法による文献
と考按してみると，所見をこまかくとり，不定頼粒
ともおもわれるものまでとりあげる傾向がある論
文の所見と一致することが多いのは皮肉の思があ
る。
皇占担除結 目岡 
Nauta法と Marchi法によって，猫の脊描より
脳幹への長上行路と内側毛帯の経過と終止を追究
し，つぎの結果をえた。
1. 脊髄よりの長上行路に脊髄網様体路と脊髄視
床路を区別できる。
2. 脊髄網様体路は下丘の中部高で疑陽性にな
るむこれより上方へつづくものは存在したとしても
数はきわめてすくないとおもう。交叉性と非交叉性
からなる。本路の変性域から Deiters核に終る線
維がでる。
3. 脊髄視床路は C1 と C2 の高さからおとる。
全交叉性である。中脳の高きで，網様体腹部と中心
灰白層外側部lζ散在性にみとめられる変性はおもに
本路からでるとおもう。視床後腹側核の外側部と正
中中心核K終る。
4. 脊髄視床路の変性域から下丘，上丘および乙
のすヤ腹方網様体に変性がでる。一部は交連をへて
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交叉する。 
5. 脊髄視床路が外側頭核 iζ 起始するという 
Morin -Thomasや関の所見が確認された。また後
索の背部の線維が外側頭核i乙終るという Brodal
らの見解もたしかめられた。これを我々の所見と合
せると，猫では後根線維→後柱灰白質→側索背部の
線維→外側頚該→脊髄視床路→視床の径路が存在す
る。人と比較すると，視床への伝導路において，ネ 
ウロンが一つ多い可能性がある。 
6. 脊髄神経よりの主知覚伝導路のうち網様体 
(Magounの上行性賦活系)ともっとも密接な関係 
をしめすのは脊髄網様体路であるd しかし，本路は 
下部網様体との関係がふかく，下丘の中部高ですで 
に存在が疑わしくなる。中脳網様体と密接な関係を 
しめすのは脊髄視床路であるとおもう。脊髄視床路
はまた汎性視床投射系の正中中心核にも終る。内側
毛帯と網様体の関係はあまりみとめられなかった。 
7. 以上のほか，脊髄小脳路から顔面神経核， f 
核， Deiters核などへの線維がでる。 
8. Nauta染色標本をみてから Marchi"染色例
を観察すると， Nauta例でみとめられた核への終
止はほぼ Marchi例でもみとめられる。しかし， 
Marchi例のみで観察した場合には，このうちの或
るものは不定頼粒としてすてきったとおもう。
摘筆するに当り終始御懇篤なる御指導と御校
閲を賜わった草間敏夫教授に深甚なる謝意、を捧
げます。叉御教示御援助下さった大谷克己助教
授に深謝する'とともに，終始御協力下さった教
室員各位と池田，松井，中村三氏に感謝致しま

す。

本論文の一部は千葉医学会(千葉医会誌， 34 

巻， 2054，1959)で報告した。
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第 3~17 図略字説明 
B : Nucl.cuneatus (Burdach) 
Bc : Brachium conjunctivum 
Cc : Crus cerebri 
Cgm: Corpus geniculatum mediale 
Ci : Col1iculus inferior 
Cm : Nucl.centrum medianum 
Cr : Corpus restiforme 
Cs : Col1iculus superior 
Deit: Nucl.vestibularis lateralis (Deiters) 
f : Nucl.f 
G : Nucl.gracilis (Goll) 

Ll :Lemniscus la teralis 

ventralis posterior lateralis 1. Lp Nuc
thalami 
M : Nucl.cuneatus lateralis (Monakow) 
Mv : Nucl.ventralis medialis thalami 
entopeduncularis 1.Nep : Nuc 
N l1 : Nucl.lemnisci lateralis 
Nrl : Nucl.reticularis (funiculi) lateralis 
Nvi : Nucl.vestibularis inferior 
NV : Nucl.tr.sp. n. trigemini 
Os : Nucl.olivaris superior 
P : Pyramidal tract 
pXI : Nucl.praepositus n. hypoglossi 
Spc : Tr. spinocerebel1aris 
Spth: Tr. spinothalamicus 
Sn : Substantia nigra 
Ts : Tr.solitarius 
VI : Nucl.n. facialis 
Lm : Lemniscus medialis XI n. hypoglossi 1.: Nuc 
-1076- 寺田論文附図(工〉 第 36巻
第四図
中部頚髄における右側後索と側索
の一部切断例。後脊髄小脳路域の
変性が外側頭核に入る。  x150
第 20図
猫 T16 (切片 32)，第 17図の高
さ。右後腹側視床核外側部。正常
線維かなり多い。 x300
第 19図
猫 T16 (切片 43)，第  16図の高さ。
右内側毛帯腹内方網様体の念珠状変性。  
x300 
第 21図

猫 T13 (切片 16)，第  4図の高さ。

舌下神経核内の平行に走る念珠状変 

性。 x150

第 22図
猫 T13 (切片 32)，第  6図の高さ。
左 f核とこれをとりまく変性。  
x150 
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第 23図
猫 T13 (切片 32)，第  6図の高さ。
左顔面神経核腹部の念珠状変性。  
x300 
第 25図
猫 T13 (切片 59)，第  9図の高さ。
左内側毛体背方の変性。  x150
第 24図
猫 T13 (切片 37)，第  7図の高さ。
左 Deiters核腹部の念珠状変性。  
x150 
第 26図
猫 T13 (切片 59)，第  9図の高さ。
左網様体腹部の変性。  x150
第 27図 第 28図
猫 T13 (切片 80)，左正中中心核 猫 T13，左外側頚核  (C2) にみら
背部の変性。 x150 れる逆行変性。 x600 
